
 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 栄東まちづくりの会 

２事業名 栄東地区特殊詐欺被害撲滅事業 

３事業実施 

結果 

栄東地区特殊詐欺被害撲滅事業実施の手順 

①栄東まちづくりの会から専任スタッフを選出。 

 

②Ｗｅｂから特殊詐欺犯罪に関係するデータを抽出。 

・オレオレ詐欺 

・還付金詐欺 

・架空請求詐欺 

・名義貸し詐欺 

・融資保証金詐欺 

・カードすり替え など 

 

③警察、銀行関係者から、犯罪の事例、防止にあっての考え方を聞き取り

調査。 

 

④データならびに聞き取り調査からどのような事業を展開するか検討。 

  

⑤被害の多くが情報の乏しい高齢者に集中する事例を鑑み、地域内の高齢

世帯に直接広報啓発活動を計画。 

また、集会場に集合していただき、警察から直接、特殊詐欺被害防止の

ための講習会を実施。 

  

⑥事業の活動効果を高めるため、講習会で地域住民による犯罪の事例を寸

劇で公開。高齢者に犯罪の事例を分かりやすく印象に残る形にした。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

特殊詐欺被害撲滅事業「私はこうしてカード詐欺にあいました。」 

  11月 29日（金）午後６時 30分から 

  中区役所６階会議室において、寸劇を交えて特殊詐欺について説明。 

 参加者 50名以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄東まちづくりの会 会長 田端 龍氏 中区役所地域力推進室 室長 辻 耕司氏 

特殊詐欺被害撲滅事業広報用ポスター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県防災安全局県民安全課 

安全なまちづくりグループ 主事 亀田 侑季氏 
犯人役 河田さん 

だまされ役 玉越さん 犯人役 吉田さん 

ウソを見破られて電話を切るシーン カードをすり替えるシーン 

ＡＴＭ前でカードを手に喜ぶ犯人達 特殊詐欺犯罪の事例と 
電話が掛かった場合の対処法を講演 
中警察署生活安全課 渡辺課長代理 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考〕練習風景が中日新聞市民版に掲載された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 ア 成果 

特殊詐欺被害防止の講習会の開催にあわせて、高齢世帯の直接訪問によ

り特殊詐欺被害防止の啓発活動を効果的に実施できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中日新聞／2019.11.6 

会場の様子 

※この記事・写真等は、中日新聞社の許諾を得て転載。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 課題 

町内会に所属していない世帯の家族構成（今回の場合被害者になりやす

い世代としての老人の存在）は、全く調査不能であった。 

また、町内会に所属していても日ごろから付き合いの無いマンションの

住民や、外国籍と思われる世帯は啓発活動すらできなかった。 

 

（２）今後の取組み 

 

町内会の組織率を上げ日頃から顔の見える活動の重要性を再確認。 

令和２年度栄東まちづくりの会の活動目標に組織率を上げるための活動

企画を計画する予定である。 

 

① 町内会に加盟していないマンションへの情報提供活動。 

② 外国人世帯とのコミュニケーション方法を模索。 

 

 


